
モコ山崎保育園

A B C D

法人理念『子ども一人ひとりに寄

り添い大切に育てる』

子どものバックグランドや発達を知り、想いを受

け止めながら一歩先の手立てを考える寄り添い方

ができている

〇

子どもの人権 子どもの人権を意識した保育がされている 〇

子どもの人権については、不適切保育についての研修で、改めて自分た

ちの保育を振り返る機会にもなっている。日々、自分ならどう感じるか

を子どもの立場になって考えることができている。
０歳から積み重なっていく発達を

学年をまたいで考えられる

0歳から就学前までの発達が理解できており、個

や異年齢の関わりを大切にした保育や保育の連続

性を考慮した保育が行われている

〇

つながる保育
日々保育の振り返りが行われ、今後の保育へつな

がるよう計画されている
〇

生活リズムの確立およびリズムの

多様性への配慮

安定した穏やかな気持ちで園生活が送れるように

子どもの目線になり落ち着ける時間や空間(環境)

が保障されている

育ちや発達に考慮した関わりを行っている

〇

環境を大切に考える保育
自らあそび、チャレンジし、発想を広げられるよ

うな環境が整えられている
〇

マニュアル理解

安全計画や災害・事故防止マニュアルは実効性が

あるものが策定されており、職員が内容を理解し

定着対応できるような取り組みができている
〇

研修内容を現場で実践に役立ち今必要なところに絞ったことで、より理

解を深めることができた。見直しは定期的にしていく

事故防止

日々のヒヤリハットを集め共有し、園の子どもの

特性を知っている

気を付けることや改善することを共有実践し大き

な事故につなげない

〇

防災

様々な災害を想定した訓練を行い、全職員が状況

に応じた的確な行動がとれる

保護者にも災害に対しての知識を伝えている
〇

環境

クラス・廊下・共有場所・避難経路の整理整頓が

できており安全が確保できている

遊具・玩具等点検を行い修繕されている

〇

・0歳～2歳児までの基本的な発達の理解は、個々の学びを深めていきた

い。1.2歳児クラスの職員同士の声の掛け合いは出来ているが、0歳児ク

ラスは、活動的にも単独になりやすく、他クラスの様子が把握しづら

かったり、されづらかったりもするので、間の1歳児クラスの職員がク

ラス間の架け橋役になっていく

・室内環境については、定期的に見直しができているので、手作りおも

ちゃ等の温かみのある、子どもが遊びを自ら考えられるような玩具の充

実と、安心・安全に生活できるように環境を整えていく

大きな怪我などはなく過ごすことができたが、日々のヒヤリハットの共

有と、それに対する改善策の周知を徹底し、常に危機管理に対しての意

識を持ち保育をしていく必要がある

毎月の避難訓練では、被害想定をして、起こりうるかもしれないことを

シュミレーションしながら、職員一人一人が自ら考えて判断して動ける

ように訓練を行っていく

園の目指す子ども像

　

　

・常に子どもの人権を意識した関わりを心掛け、子どもの気持ちに寄り

添った保育をしている

・子どもの基本の発達を理解した上で、その子の少し先を見据えた時に

今必要な支援は何かを考え保育をしている。また、クラス間の繋がりも大

切にし、毎週末のMTで日々の保育の共有を行っている

・全職員で一人ひとりの子どもの姿や発達の共有をしながら、共通理解

のもと保育をしている

・子どもの少し先を見据えた時に、今の子どもの姿から必要な援助を考

え保育している

・様々な経験を通し、心を育てる保育を心掛けている

・天候が悪くない限りは戸外に出掛け、近くの公園や河川敷のグランド

や広場で、自由に体を動かすことを楽しんだり、季節の草花や虫などの

自然物に触れる機会を作っている

・子どもの人権を尊重した関わりを常に意識しながら、子どものやりた

い気持ちを大切に保育している

・子どもの興味や発達にあった環境作りと、遊びが広がっていくような

関わりを大事にしている

安

全

管

理

・マニュアル研修は、防災は年に2回、より保育の実践に活用できる内容

で研修を行っている

・日々のヒヤリハットは、タイムリーに改善策を考えて対応し、毎月の

MT内で全職員と共有している

・毎日の消毒時の玩具の点検や、定期的な環境の見直しを行っている

・毎月、避難訓練(地震・津波洪水・火災・不審者等)と保護者への連絡訓

練を行っている。実際に災害が来た時にそれぞれ職員が自主的に動ける

よう被害等を想像しながら、意識をもって訓練をしている

・よく遊び、よく食べ、よく眠り、健康でたくま

しい体と心を持つ子ども・いろいろな人と関わり

を重ね、自分も友達も大切にする子ども・自然な

どの身近な環境に好奇心を持ち挑戦できる子ど

も・見通しを持ち自分のと力で自主的に行動でき

る子ども

保

育

に

つ

い

て

・安心して過ごせるよう、不安で落ち着かないときは気持ちを受け止めた

うえで、気持ちの切り替えができるように個々に合わせた関わりをしてい

る

・子どもを取り巻く環境や育ちを把握し、職員間で情報の共有を行い共

通認識のもと保育している

・子どもの姿をよく観察し、定期的に環境の見直しを行っている

園の求める保育の視点

　

　

・子どもの人権を尊重し、子ども主体の保育をす

る・各クラスのねがい・ねらいを共有し、共通理

解のもと保育をする・ねらいを達成するために環

境の中に保育士のねがいを込め、子どもが自ら関

わりたくなる環境を整える

〇

〇

〇

・毎日早番遅番で園内点検を行っている。各クラス、トイレ、玄関など

は係を決め、整理整頓や毎週の玩具消毒時に破損などのチェックをし、

怪我や誤飲等の事故が起こらないよう努めている
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項目 評価内容 重視したい評価内容 園の取り組み
評価

改善策・来年度に向けて

向

か

う

べ

き

保

育

の

方

向

・職員全員が「子ども一人ひとりに寄り添い大切に育てる」という法人

理念を理解し保育に携わることができていると感じるが、「寄り添う」

というところでは、職員の認識を統一し、個々への関わりと見守りの

モードを見極めて子どもに関わることをより意識してやっていく

・小規模はクラス担任に限らず、全職員が関わる為、子どもの情報や成

長の様子を全職員が共有できるよう、引き続き週末MTなどで共有して

いく。意見交換をしたり、担任だけで悩むことがないように職員間の語

り合いの時間を大事にし、また、気付いたことや疑問に感じたことは些

細なことも言い合えるような関係性を作っていけるよう職員全員が意識

して取り組んでいく

園の基本方針 ・子ども一人ひとりの発達や成長、子どもを取り

巻く環境を理解し、その子の少し先を見据えた

「今」を大切に丁寧な保育をする・未来を生き抜

くためにたくましい心と体をつくり、創造性豊か

に考えることができるよう保育する・安心して子

どもを預けられる環境を作り、親が自ら自分の子

育てを相談したくなるような信頼関係を目指す



マニュアル理解

感染症マニュアルは実効性のあるものが策定され

ており、職員が内容を理解し、感染症や疾病につ

いての知識を持ち対応できている

〇
研修内容を現場で実践に役立ち今必要なところに絞ったことで、より理

解を深めることができた。見直しは定期的にしていく

健康に過ごすために年齢にあった習慣が身につい

ている
〇

自ら体を動かすことで心と体の健康を保つ取り組

みを行っている
〇

食に興味が持てるよう給食職員と連携しながら取

り組みをしている
〇

発達に応じた食事のマナーを伝えている 〇

コミュニケーションやチームワークを大切にした

組織運営ができている
〇

園長を中心に役割分担と責任が明確にされ迅速な

対応ができる体制があり、担当の役割を全うでき

ている

〇

打ち合わせや会議・ＭＴ等が適時行われ、情報共

有がしっかりできている
〇

園内研修担当者が中心となり園の課題や園が目指

す保育の充実について学びの場や語り合いの場が
〇

園外研修へ参加し自身の保育の質の向上に努め園

内の保育に活かされている
〇

保護者支援

保護者が子どもの想い・成長・発達を受け入れ子

育てできるよう配慮している

また保護者が子どもの最善を考え行動できるよう

支援している

〇

家庭との連携

保護者との信頼関係が築けており、保育園での子

どもの様子を伝え喜びやつまずきを共有し共に育

てている

園と保護者で子どもの様子や成長を共に楽しみ喜

び合っていけるような取り組みをしている

〇

近

隣

の

学

校

（

園

）

と

の

連

携

（保育園）就学に向けた学校との

つながり

（小規模）年少進級に向けた連携

園とのつながり

（保育園）公開保育開催や公開授業へ参加、地域

の情報交換の場へ参加し小学校との連携を図り就

学がスムーズに行われるよう努めている

（小規模）連携園との交流を行いスムーズに進級

できるよう努めている

〇

今年度は、公開保育を見学させていただいたことで、ここを卒園したそ

の後の姿や生活の様子を実際に見ることができ、0から2歳までの繋がる

保育のその先も見据えた関わりを考えるきっかけとなった。公開保育や

園庭解放などの機会に、子ども園の先生たちと積極的に話をし、保育の

引き出しを増やしていきたい

近

隣

地

域

と

の

連

携

地域に親しまれる園作り
豊かな経験がはぐくまれるように、地域の様々な

人と場に関わる機会を大切にしている
〇

・「やまや」さんとの交流は、今後も2歳児を中心に行っていく

・「まはえ」さんは時間の関係もある為、手遊びや歌など無理なく交流

を図っていく

・子どもの体調に合わせながら、0歳児は特に無理なく過ごせるよう配

慮した。子どもの主体的な活動に対して、子どもの様子をよく観察する

ことや子どもが自分から手助けを求めるまで見守り待つことを意識して

関わる

・お手伝いや食材に触ってみるなど、小さなことではあるが日々の日課

になることで、食に興味を持つ子も増えたように感じる。毎日の積み重

ねを大事にしていく

・研修担当を決め、より保育の中で役立つ内容で研修を行っている。職

員がマニュアルを共通理解をし、保護者に対しても同じ対応、説明ができ

るよう研修内で共有している

健康

・月に2回の全体MTと毎週末にクラスリーダーMTを行い、週の反省や次

週の予定などを共有しクラスにおろして周知している。全体のMTでは書

記以外の職員はメモを取らず話し合いに集中できるようにしている。どの

職員も発言できるような雰囲気づくりをしている。

食育

保

健

・

食

育

研

修
研修の充実と質の向上

保

護

者

支

援

と

家

庭

と

の

連

携

組

織

運

営

組織体制

・近隣の老人施設「まはえ」さんは、避難場所になっているため毎年避

難訓練の後に交流の時間を作ったり、「やまや」さんとはハロウィンや

敬老の日に交流を深めている

・散歩時に近所の方に畑を見せて頂いたり、あいさつを交わしながら、

子どもたち自身も親しみが持てるような関わりの機会を大切にしている

・保護者が子どもを安心して預けることができるような関係性を築けるよ

う日々のコミュニケーションを大事にしている

・子どもの成長を共有しながら、子育ての不安や喜びに寄り添い、共に

子どもの成長を見守れるように取り組んでいる

・定期的に服織こども園の園庭開放に行かせてもらっている(全クラス)

・服織こども園の公開保育の見学

・園内研修は担当者が中心となり、自ら学ぼうという姿勢で研修に参加

できている

・系列園の研修を自園でも研修内容を共有することで自園の保育を見直

す機会を持ち、良い所は自園のやり方に替えて取り入れている

保護者の子どもに対する思いに寄り添いながら、個々の成長に合わせた

サポートを家庭と共有しながら進めていく。わからないことや困ってい

ることには真摯に向き合い、丁寧に支援していく。子育ての仕方がわか

らない保護者も少なくないので、子どもの気持ちを代弁して伝えていき

ながら、保護者が子どもにとっての最善を考えられるように支援してい

く

MTでは誰でも発言しやすいように声を掛けたりしながら、ひとり一人

の意見を肯定的に聞く姿勢を持ち、意見交換ができていた

些細なことでもひとり一人の思いを大切に受け止めていくことで、自分

の意見をみんなに伝えることへの抵抗感をなくしていきたい

職員が興味のある研修を行うことで意欲的に参加し、自主的に学ぼうと

する姿がみられる職場の風土を作っていきたい

・子どもの自主的な活動を大事に考え、無理はないように子どもの成長

に合わせた活動内容にしている

・様々な食材に興味を持ち食に繋がっていくように、主に２歳児では八

百屋が配達してくれた野菜などを給食室へ運ぶお手伝いをしたり食材が身

近なものになるような活動を取り入れている


